
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か

―

佐
藤
卓
己
『
メ
デ
ィ
ア
論
の
名
著
30
』―

 

松
永
智
子 

  

一

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
「
講
義
録
」

 

歴
史
に
残
る
不
朽
の
名
著
も
、
時
空
を
超
え
て
読
み
継
が
れ

る
古
典
で
さ
え
も
、そ
れ
が
書
籍
と
し
て
誕
生
す
る「
そ
の
時
」

は
時
代
と
共
に
あ
る
。
二
・
二
六
事
件
の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た

清
水
幾
太
郎
『
流
言
蜚
語
』
は
、
三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
後

に
文
庫
版
と
し
て
復
刊
さ
れ
た
。
ロ
バ
ー
ト
・
D
・
パ
ッ
ト
ナ

ム
『
孤
独
な
ボ
ウ
リ
ン
グ
』
の
日
本
語
版
は
、
あ
る
映
画
鑑
賞

後
の
、
何
気
な
い
会
話
が
引
き
金
と
な
っ
て
こ
の
世
に
出
た
。

出
会
い
の
運
と
満
ち
満
ち
た
時
に
促
さ
れ
、
本
は
、「
い
ま
」
を

背
負
っ
て
産
み
落
ち
る
。 

メ
デ
ィ
ア
史
家
・
佐
藤
卓
己
が
、
読
書
人
と
し
て
の
自
ら
の

履
歴
を
辿
り
、「
自
著
の
研
究
に
役
立
っ
た
か
」
と
い
う
基
準
で

選
書
し
た
『
メ
デ
ィ
ア
論
の
名
著
30
』（
ち
く
ま
新
書
、
二
〇

二
〇
年
）
も
ま
た
、
西
暦
二
〇
二
〇
年
の
世
と
は
切
り
離
せ
な

い
作
品
で
あ
る
。 

同
年
春
、
著
者
は
「
新
し
い
領
域
で
あ
り
、
そ
の
社
会
貢
献

が
期
待
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
文
化
学
の
発
展
」
に
顕
著
な
功
績
を

残
し
た
こ
と
で
紫
綬
褒
章
を
受
章
、
秋
に
は
還
暦
を
迎
え
た
。

そ
の
前
年
、
一
期
二
年
を
全
う
し
た
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
会
会
長
を
退
い
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。本
来
な
ら
、

各
界
で
の
講
演
、祝
宴
が
続
く
一
年
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。だ
が
、

未
曾
有
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
そ
の
大
半
は
中
止
や
延
期
、
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
に
変
更
さ
れ
た
。
著
者
は
、
そ
れ
も
好
機
と
書
斎
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に
「
巣
籠
も
り
」
し
、
一
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
「
い
つ
か
書
き
た

い
」
と
思
い
を
温
め
て
き
た
本
書
を
一
気
に
書
き
あ
げ
た
。
機

が
熟
し
た
、
と
著
者
は
言
う
。 

そ
れ
ゆ
え
か
、
本
書
を
一
読
し
た
筆
者
は
、
ま
る
で
特
別
記

念
講
義
に
傾
聴
し
た
よ
う
な
、
分
厚
い
書
簡
を
受
け
取
っ
た
よ

う
な
読
後
感
に
包
ま
れ
た
。
著
者
の
筆
先
、
い
や
、
キ
ー
ボ
ー

ド
を
打
つ
指
先
に
込
め
ら
れ
た
熱
意
や
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
睨
む

眼
光
に
宿
る
想
い
が
、
種
々
、
行
間
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
。
叙
述

の
中
心
は
自
身
の
来
し
方
に
あ
る
が
、
そ
の
宛
先
は
後
進
に
あ

る
。
著
者
が
明
確
に
意
識
し
て
い
る
読
者
／
聴
衆
は
き
っ
と
私

で
あ
り
、
私
た
ち
だ
！ 

と
、「
熱
い
」
筆
致
の
「
ク
ー
ル
」
な

新
書
に
、
主
体
性
が
動
員
さ
れ
る
。
参
加
感
覚
が
凄
い
。
君
た

ち
は
ど
う
生
き
る
か
と
、
師
の
た
め
息
が
聴
こ
え
る
。 

実
際
に
著
者
は
、
本
書
執
筆
の
目
的
を
こ
う
説
い
て
い
る
。 

 

「
読
者
が
自
ら
創
作
者
（
著
者
）
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
」
を
自

ら
の
体
験
と
し
て
開
示
す
る
た
め
で
あ
り
、そ
れ
は
読
者（
身

近
な
と
こ
ろ
で
は
学
生
や
院
生
）
と
の
対
話
を
成
立
さ
せ
る

た
め
で
な
の
で
あ
る
。【（
30
）
三
三
五
】 

 

宣
伝
研
究
の
泰
斗
ら
し
く
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
戦
略
の
設
定
が

的
確
だ
。
本
書
は
、「
メ
デ
ィ
ア
史
」
を
開
拓
し
た
第
一
人
者
が
、

「
メ
デ
ィ
ア
史
」
か
ら
出
発
し
た
次
世
代
に
た
む
け
た
道
標
の

書
で
あ
り
、
直
接
会
う
、
集
ま
る
こ
と
が
困
難
な
時
世
に
灯
さ

れ
た
、
一
つ
の
遠
隔
「
教
育
」
メ
デ
ィ
ア
な
の
で
あ
る
。 

 

私
の
著
作
の
中
で
は『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ 

歴
史
学
』（
岩

波
書
店
）
と
並
ぶ
「
教
育
的
」
作
品
で
あ
る
。【
三
四
二
】 

 

な
ら
ば
こ
の
拙
評
は
、
遠
隔
学
習
の
記
録
と
し
て
師
に
提
出

す
る
課
題
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
本
書
に
対
す

る
真
の
返
答
は
、
読
者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
著
を
世
に
問
い
、「
次
世

代
の
『
メ
デ
ィ
ア
論
の
名
著
30
』」
を
書
い
て
示
す
こ
と
に
他

な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
教
育
の
「
遅
延
報
酬
」
を
期
待
し
、
己

を
律
す
る
た
め
の
弁
と
し
て
、
こ
こ
に
短
い
読
書
録
を
記
す
。

な
お
、
本
書
か
ら
の
参
照
・
引
用
箇
所
は
本
文
中
に
【（
ア
ラ
ビ
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ア
数
字
＝
選
書
番
号
）
漢
数
字
＝
頁
数
】
で
示
し
た
。 

 
二

師
は
如
何
に
し
て
メ
デ
ィ
ア
史
家
と
な
り
し
や

キ
ン
グ
の
履
歴
書

こ
の
拙
文
を
投
稿
す
る
年
報
の
規
定
で
は
、
書
評
す
る
本
の

英
文
タ
イ
ト
ル
を
付
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
刊
行
さ
れ
た
ば

か
り
の
新
書
題
目
に
、
定
訳
は
ま
だ
な
い
よ
う
だ
。
ど
う
訳
そ

う
。
読
者
の
立
場
で
内
容
を
鑑
み
た
と
き
、
筆
者
の
頭
に
咄
嗟

に
浮
か
ん
だ
の
は
次
の
英
訳
だ
っ
た
。“

”

ふ
ざ
け
す
ぎ
だ
と
叱
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
書
『
名

著

』
の
醍
醐
味
は
、
選
者
＝
著
者
、
佐
藤
卓
己
に
よ
る
一
連

の
名
著
（『
大
衆
宣
伝
の
神
話
』（
一
九
九
二
）
か
ら
『
現
代
メ

デ
ィ
ア
史
』（
一
九
九
八
）、『『
キ
ン
グ
』
の
時
代
』（
二
〇
〇
二
）、

『
言
論
統
制
』（
二
〇
〇
四
）、『
八
月
十
五
日
の
神
話
』（
二
〇

〇
五
）、『
テ
レ
ビ
的
教
養
』（
二
〇
〇
八
）、『
輿
論
と
世
論
』（
二

〇
〇
八
）、『
天
下
無
敵
の
メ
デ
ィ
ア
人
間
』（
二
〇
一
二
）、『『
図

書
』
の
メ
デ
ィ
ア
史
』（
二
〇
一
五
）、『
青
年
の
主
張
』（
二
〇

一
七
）、『
フ
ァ
シ
ス
ト
的
公
共
性
』（
二
〇
一
八
）、『
流
言
の
メ

デ
ィ
ア
史
』（
二
〇
一
九
）…

ど
れ
も
「
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
の
金

字
塔
」
と
評
さ
れ
る
）
誕
生
秘
話
を
、
読
書
歴
に
よ
っ
て
追
体

験
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

例
え
ば
、
こ
ん
な
書
き
出
し
で
紹
介
さ
れ
る
名
著
が
あ
る
。

も
し
も
本
書
に
出
会
わ
な
け
れ
ば
、
玉
音
放
送
、
、
の
八
・
一
五

終
戦
記
念
日
と
降
伏
文
書
、
、
の
九
・
二
降
伏
記
念
日
を
対
置
す

る
『
八
月
十
五
日
の
神
話
』（
二
〇
〇
五
）
も
、
活
字
、
、
的
教
養

と
テ
レ
ビ

、
、
、
的
教
養
を
対
比
す
る
『
テ
レ
ビ
的
教
養
』（
二
〇
〇

八
）
も
、
活
字
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輿
論
と
電
子
的

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
世
論
の
融
合
を
あ
と
づ
け
た
『
輿
論
と
世

論
』（
二
〇
〇
八
）
も
、
私
は
書
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
強
調
は
原
文
）【（

）
二
六
四
】

「
本
書
」
と
は
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
メ
イ
ロ
ウ
ィ
ッ
ツ
『
場
所
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感
の
喪
失
』
で
あ
る
。
対
面
的
相
互
行
為
論
に
メ
デ
ィ
ア
論
を

接
合
し
た
メ
イ
ロ
ウ
ィ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
年
齢
別
、
性
別
、
人

種
別
、
学
歴
別
、
階
級
別…

と
社
会
集
団
を
分
節
化
す
る
活
字

メ
デ
イ
ア
に
対
し
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
は
、
情
報
ア
ク
セ
ス
と
場

所
の
結
合
＝
場
所
感
を
喪
失
さ
せ
、人
々
の
行
動
を
均
質
化
し
、

社
会
を
統
合
す
る
。
著
者
の
解
説
は
明
瞭
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
モ

ッ
セ
『
大
衆
の
国
民
化
』
と
並
び
、
同
書
が
「
フ
ァ
シ
ス
ト
的

公
共
性
」
を
問
う
佐
藤
史
学
に
欠
か
せ
な
い
一
冊
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

「
国
民
化
」
メ
デ
ィ
ア
『
キ
ン
グ
』
は
、
雑
誌
で
あ
り
雑
誌

で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
「
ラ
ジ
オ
」
で
あ
り
、「
ト
ー
キ
ー
」

で
あ
っ
た
（→

『『
キ
ン
グ
』
の
誕
生
』）
と
論
じ
る
斬
新
極
ま

る
発
想
に
も
、
同
書
の
議
論
が
活
き
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
惜
し
げ
も
な
く
開
陳
さ
れ
る
名
著
者
の
「
内
な
る
図

書
館
」
は
刺
激
的
で
、
そ
の
舞
台
設
定
も
ま
た
、
類
書
に
な
い

画
期
的
な
形
式
で
あ
る
。

「
私
」
の
メ
デ
ィ
ア
史

著
者
は
三
〇
冊
を
選
書
す
る
う
え
で
、「
メ
デ
ィ
ア
論
」
と
は

何
か
、「
私
の
基
準
」
を
次
の
よ
う
に
表
明
し
て
い
る
【
九
】。

一
、 

メ
デ
ィ
ア
論
と
は
比
較
メ
デ
ィ
ウ
ム
論
で
あ
る
。 

二
、 

メ
デ
ィ
ア
論
と
は
メ
デ
ィ
ア
史
で
あ
る
。 

三
、 

メ
デ
ィ
ア
論
は
長
い
射
程
の
文
明
論
で
あ
る
。 

曰
く
、
狭
義
な
新
聞
論
、
テ
レ
ビ
論
な
ど
個
別
ミ
デ
ィ
ウ
ム

論
で
は
な
い
。
純
粋
な
理
論
研
究
、
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
で
は
な

い
。
選
挙
分
析
な
ど
、
短
期
的
な
調
査
研
究
で
は
な
い
。

比
較
メ
デ
ィ
ウ
ム
論
の
枠
組
み
で
、
メ
デ
ィ
ア
史
と
い
う
方

法
に
よ
り
、
文
明
論
を
書
く
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
著
者
自
身

が
発
表
し
て
き
た
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
を
貫
く
姿
勢
と
も
重
な
る
。

本
書
は
、「
私
の
基
準
」
そ
れ
自
体
が
形
成
さ
れ
て
き
た
プ
ロ
セ

ス
を
、「
私
の
履
歴
書
」
で
あ
と
づ
け
る
の
だ
。「
い
か
に
し
て

歴
史
学
徒
は
メ
デ
ィ
ア
論
者
と
な
っ
た
の
か
」
と
。

著
者
の
「
内
な
る
図
書
館
」
は
、
以
下
の
章
立
て
に
し
た
が
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い
、
六
つ
の
「
各
棚
」
に
五
冊
ず
つ
配
列
さ
れ
て
い
る
。
思
わ

ず
リ
ア
ル
な
本
で
再
現
し
た
く
な
る
、
美
し
い
並
び
だ
。

一

大
衆
宣
伝
＝
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究

二

大
衆
社
会
と
教
養
主
義

三

情
報
統
制
と
シ
ン
ボ
ル
操
作

四

メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
と
記
憶
／
忘
却

五

公
共
空
間
と
輿
論
／
世
論

六

情
報
社
会
と
デ
ジ
タ
ル
化

こ
の
ス
マ
ー
ト
な
編
成
は
選
書
の
整
理
群
で
あ
り
な
が
ら
、

著
者
自
ら
が
手
が
け
て
き
た
仕
事
を
一
望
す
る
た
め
の
見
取
り

図
で
も
あ
り
、
佐
藤
史
学
と
し
て
の
メ
デ
ィ
ア
史
の
射
程
と
も

読
め
る
。「
宣
伝
」「
公
共
性
」「
国
民
化
」
を
分
析
軸
と
す
る
「
感

性
の
メ
デ
ィ
ア
史
」
の
背
後
に
は
、
い
か
な
る
精
神
世
界
が
広

が
っ
て
い
る
の
か
を
、
読
者
は
具
体
的
に
知
る
こ
と
に
な
る
。

後
に
「
世
論
の
輿
論
化
」
を
主
張
す
る
著
者
の
知
的
土
壌
と
も

な
っ
た
ド
ム
ナ
ッ
ク
（
１
）
や
、「
仮
想
敵
」
と
し
て
の
ハ
ー
バ

ー
マ
ス
（

）、「
精
神
的
血
縁
」
を
感
じ
る
ほ
ど
甚
大
な
影
響

を
受
け
た
モ
ッ
セ
（
５
）。
処
女
作
で
問
う
た
感
性
の
メ
デ
ィ
ア

史
に
「
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
視
角
」（

）
が
鏤
め
ら
れ
て
い
る
と

悟
っ
た
の
は
、
書
評
者
の
指
摘
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
。
偶
然

を
必
然
の
も
の
と
し
て
書
く
歴
史
学
者
の
筆
が
立
ち
、
各
書
物

と
の
出
会
い
と
交
わ
り
が
、
ま
る
で
恋
愛
の
如
く
率
直
に
開
示

さ
れ
て
い
る
。

縁
と
独
学

京
大
西
洋
史
、
ド
イ
ツ
新
聞
学
、
東
大
新
聞
研
（
現
・
情
報

学
環
）、
同
志
社
新
聞
学
、
日
文
研
、
京
大
教
育
学
へ
と
拠
点
を

移
し
て
き
た
「
ア
ラ
還
」
著
者
の
個
人
史
は
、
学
界
史
や
メ
デ

ィ
ア
史
と
し
て
読
ん
で
も
面
白
い
。
著
者
と
書
物
と
の
関
係
に

は
、
場
所
や
人
と
の
縁
が
曰
く
言
い
難
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

手
渡
さ
れ
た
本
、
探
し
求
め
た
本
、
誰
か
と
読
ん
だ
本
、
訳
し

た
本
、
訳
者
を
知
る
本
、
誕
生
に
深
く
か
か
わ
っ
た
本
。
著
者

の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
た
筆
者
が
直
接
耳
に
し
た
り
そ
の
場
に

居
合
わ
せ
た
り
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
れ
ば
、
本
書
で
初
め
て
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知
る
「
歴
史
」
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
書
物
を
め
ぐ
る
著
者
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
、
フ
ロ
ー
な
語
り
で
は
な
く
「
講

義
録
」
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
る
意
義
も
大
き
い
だ
ろ
う
。

書
物
を
通
じ
た
「
他
者
」
と
の
対
話
で
、
著
者
は
メ
デ
ィ
ア

史
家
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
て
い
く
。「
我
々
」

の
規
範
を
語
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
と
、「
私
」
な
き
分
析
に
徹

す
る
客
観
的
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
と
を
止
揚
し
、

「
私
」
の
位
置
拘
束
性
（
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
）
が
問
わ
れ
る

批
判
的
歴
史
学
と
し
て
の
メ
デ
ィ
ア
史
こ
そ
が
メ
デ
ィ
ア
論
だ

と
い
う
提
唱
で
あ
る
。
本
書
を
読
め
ば
、
そ
の
よ
う
な
「
私
」

の
独
立
に
は
、
各
所
で
の
縁
に
加
え
、
独
学
と
い
う
ス
タ
イ
ル

が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
東
大
新
聞
研
を
去

り
、
同
志
社
大
学
新
聞
学
科
へ
着
任
し
た
春
、
著
者
が
「
天
啓

の
よ
う
に
読
ん
だ
」
と
い
う
イ
ニ
ス
『
メ
デ
ィ
ア
の
文
明
史
』

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 

当
時
の
私
は
、
歴
史
学
か
ら
出
て
、
社
会
科
学
の
領
域
に
自

分
の
メ
デ
ィ
ア
史
を
位
置
付
け
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
と
は

い
え
、
ア
メ
リ
カ
流
の
社
会
心
理
学
的
研
究
（
↓
４
）
も
、

ま
し
て
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
流
の
感
覚
的
メ
デ
ィ
ア
論
（→

）

も
あ
ま
り
役
立
つ
よ
う
に
は
思
え
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
と
き

「
歴
史
を
科
学
の
実
験
室
と
し
て
用
い
る
」
イ
ニ
ス
に
立
ち

戻
っ
た
の
で
あ
る
。【（
６
）
七
〇
】

誰
か
の
背
後
を
追
う
の
で
も
、
ど
こ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す

の
で
も
な
い
。
独
り
で
道
を
拓
く
た
め
、
本
を
探
し
、
読
ん
だ
。

そ
の
出
発
点
と
し
て
、
卒
論
執
筆
談
が
挟
ま
れ
て
い
る
。
著

者
は
、
西
洋
史
学
徒
と
し
て
卒
業
論
文
に
取
り
組
ん
で
い
た
際

に
最
も
困
っ
た
の
は
、
資
料
と
し
て
使
用
す
る
新
聞
や
雑
誌
の

研
究
方
法
が
皆
目
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
回
想
す
る
。
当

時
の
京
都
大
学
に
、
メ
デ
ィ
ア
研
究
の
講
座
も
教
員
も
存
在
し

な
か
っ
た
。
図
書
館
で
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
関
連
教
科
書
を
渉
猟
す
る
う
ち
見
つ
け
た

の
が
、
小
山
栄
三
『
新
聞
学
原
理
』（
３
）
だ
っ
た
。
そ
れ
は
修

士
論
文
研
究
へ
の
道
標
と
な
り
、
博
士
論
文
構
想
の
起
点
と
も

な
っ
た
と
い
う
。
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ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
メ
デ
ィ
ア
の
研
究
者
も
い
な
い
京
都
大

学
だ
っ
た
か
ら
、
私
は
「
自
分
で
考
え
る
こ
と
（
ゼ
ル
プ
ス

ト
デ
ン
ケ
ン
）」（
い
わ
ゆ
る
京
都
学
派
の
モ
ッ
ト
ー
）
を
実

践
で
き
た
。
も
し
学
生
時
代
に
誰
か
マ
ス
コ
ミ
研
究
者
に
直

接
教
え
を
求
め
て
い
た
と
す
れ
ば
、
地
下
書
庫
に
眠
る
本
書

と
出
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。【（
３
）
三
七

三
八
】

あ
と
が
き
【
三
四
〇
】
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
放
任

主
義
の
京
大
に
学
び
、
京
大
で
教
え
る
著
者
の
理
念
が
こ
こ
に

強
く
表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
な
く
主
張
し
て
い
る
よ
う

に
も
読
め
る
。
自
分
で
考
え
る
学
習
実
践
と
、
細
か
い
指
導
よ

り
自
ら
の
研
究
す
る
姿
を
晒
す
こ
と
を
重
視
す
る
教
育
実
践
は
、

何
も
京
大
に
限
ら
ず
、
新
し
い
学
問
領
域
で
あ
る
「
メ
デ
ィ
ア

史
」
と
の
親
和
性
も
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
。

三

ク
ー
ル
な
教
科
書
か
、
ホ
ッ
ト
な
啓
蒙
書
か

 

消
費
財
と
し
て
の
教
科
書
？

メ
デ
ィ
ア
論
を
専
攻
す
る
学
部
生
、
と
い
っ
た
初
学
者
に
、
本

書
は
ど
う
読
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
。
著
者
は
、
エ
ン
ツ
ェ
ル
ス
ベ

ル
ガ
ー
が
『
意
識
産
業
』（
2
）
で
看
破
し
た
「
消
費
財
と
し

て
の
教
養
」
に
倣
い
、
毒
か
薬
か
、
こ
う
呟
く
。

 

私
も
こ
の
『
メ
デ
ィ
ア
論
の
名
著
30
』
が
ど
う
読
ま
れ
る
か

は
理
解
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
次
の
よ
う
に
書
い
た
と
し

て
も
問
題
は
あ
る
ま
い
。
大
衆
化
し
た
大
学
で
本
当
に
勉
強

す
る
学
生
は
ご
く
わ
ず
か
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
大
量

の
学
生
の
存
在
が
「
少
数
の
真
の
学
生
」
に
迂
回
的
な
奨
学

金
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
は
果
た
し
て
悪
い
こ
と
な
の
か
ど

う
か
。【（
2
）
三
五
】 

そ
の
言
の
通
り
、
本
書
は
「
大
量
の
学
生
」
を
意
識
し
た
タ
イ

ト
ル
と
形
式
を
取
り
つ
つ
、そ
の
内
容
は「
少
数
の
真
の
学
生
」
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に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
本
書
を
面
白
く
読
む
た
め
に
は
そ
れ
な

り
の
読
書
歴
が
必
要
で
あ
り
、
丸
腰
で
臨
み
、
要
点
だ
け
「
快

適
に
」学
べ
る
入
門
書
で
は
必
ず
し
も
な
い
、と
筆
者
は
思
う
。

逆
に
い
え
ば
、
自
ら
主
体
的
に
学
ぶ
「
少
数
の
真
の
学
生
」

に
は
最
良
の
教
科
書
で
あ
る
。
選
書
さ
れ
た
本
を
実
際
に
読
む

際
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
と
し
て
は
勿
論
、
先
に
触
れ
た
「
消
費
財

と
し
て
の
教
養
」（
2
）
や
「
シ
ス
テ
ム
社
会
」（

）
な
ど

は
、『
現
代
メ
デ
ィ
ア
史
』の
解
説
、副
読
本
と
し
て
重
宝
す
る
。

著
者
の
作
品
に
触
れ
、
な
ん
ら
か
の
問
題
意
識
を
も
っ
た
読
者

に
と
っ
て
本
書
は
良
き
地
図
と
な
り
、水
先
人
と
な
る
だ
ろ
う
。

他
の
ち
く
ま
新
書
『
○
○
学
の
名
著
』
シ
リ
ー
ズ
に
は
な
い

本
書
の
特
色
と
し
て
、
取
り
上
げ
る
書
物
同
士
の
参
照
関
係
が

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
（→

○
）
で
示
さ
れ
て
い
る
。
頁
を
行
き
つ
戻

り
つ
し
て
読
ま
せ
る
こ
の
形
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
を
文
脈

の
中
で
理
解
す
る
よ
う
促
す
。
キ
ッ
ト
ラ
ー
に
よ
る
マ
ク
ル
ー

ハ
ン
批
判
（

）
や
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
メ
イ
ロ
ウ
ィ
ッ
ツ
批
判

（

）、
メ
イ
ロ
ウ
ィ
ッ
ツ
（

）
の
博
論
審
査
員
の
一
人
が

ポ
ス
ト
マ
ン
（

）
で
あ
り
、『
場
所
感
の
喪
失
』（

）
の

一
部
は
『
幻
影
の
時
代
』（

）
に
刺
激
を
受
け
た
も
の
で
あ

る
こ
と
。ダ
ヤ
ー
ン

カ
ッ
ツ『
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
』（

）

に
影
響
を
与
え
た
の
は
ブ
ー
ア
ス
テ
ィ
ン
（

）
よ
り
モ
ッ
セ

（
５
）
だ
っ
た
こ
と
な
ど
情
報
量
が
豊
富
で
、
学
説
史
解
説
と

し
て
も
優
れ
て
い
る
。
各
人
の
思
想
的
背
景
と
な
る
経
歴
紹
介

に
加
え
、
リ
ッ
プ
マ
ン
『
世
論
』（

）
の
よ
う
に
、
選
書
本

巻
末
に
あ
る
訳
者
解
説
へ
の
批
判
的
解
説
も
読
み
応
え
が
あ
る
。

『
火
星
か
ら
の
侵
入
』（

）
は
、
初
学
者
と
い
う
よ
り
メ

デ
ィ
ア
論
を
講
じ
る
教
師
に
と
っ
て
必
須
で
あ
ろ
う
。長
い
間
、

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
や
メ
デ
ィ
ア
論
の
教
科
書
で

弾
丸
効
果
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
代
表
的
著
作
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
き

た
（
い
ま
も
紹
介
さ
れ
続
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
）
同
書
に
つ

い
て
、
近
年
の
研
究
を
踏
ま
え
、
そ
の
「
神
話
」
を
解
体
し
て

い
る
。「
神
話
」
が
な
ぜ
語
り
継
が
れ
た
の
か
、
自
身
も
含
め
た

研
究
者
の
知
的
怠
慢
を
戒
め
つ
つ
、
そ
れ
は
な
ぜ
信
じ
続
け
ら

れ
た
の
か
、
知
識
社
会
学
的
な
考
察
を
試
み
る
。
自
著
『
現
代

メ
デ
ィ
ア
史
』
に
お
け
る
「
火
星
人
の
襲
来
」
解
説
の
旧
版
（
一

九
九
八
年
初
版
）
と
新
版
（
二
〇
一
八
年
）
と
の
比
較
は
、
知
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見
が
更
新
さ
れ
て
い
く
具
体
例
と
し
て
興
味
深
い
。

し
か
し
こ
こ
で
立
ち
止
ま
る
べ
き
は
、
著
者
が
『
流
言
の
メ

デ
ィ
ア
史
』（
二
〇
一
九
年
）
執
筆
過
程
で
「
神
話
」
を
疑
っ
た

と
い
う
点
で
あ
ろ
う
（
一
）
。
古
典
へ
の
批
判
的
考
察
は
、「
読
む
」

よ
り
「
書
く
」
動
作
に
よ
っ
て
駆
動
す
る
の
だ
と
い
う
教
育
的

な
事
例
だ
か
ら
で
あ
る
。「
少
数
の
真
の
学
生
」、
つ
ま
り
書
く

人
に
当
て
ら
れ
た
本
書
の
焦
点
は
、最
後
ま
で
全
く
ぶ
れ
な
い
。

書
く
技
法

本
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
を
読
め
ば
、
書
き
た
い
、
書
か
な
け
れ
ば

と
駆
り
立
て
ら
れ
る
。
正
確
に
い
う
と
、
書
く
た
め
に
読
み
た

い
と
思
わ
さ
れ
る
。
こ
れ
は
著
者
の
戦
略
で
あ
る
。

読
者
は
随
所
で
、
選
書
し
た
書
物
を
め
ぐ
り
「
読
ん
で
い
な

か
っ
た
」「
初
め
て
読
ん
だ
」「
必
ず
し
も
読
む
必
要
は
な
い
」

と
い
っ
た
著
者
の
堂
々
た
る
告
白
や
判
断
に
接
し
驚
く
だ
ろ
う
。

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
、
な
の
に
？！
大
御
所
ゆ
え
の
余
裕
も
勿
論
あ
る

だ
ろ
う
が
、「
読
ま
な
い
」
こ
と
を
あ
え
て
強
調
す
る
著
者
の
真

意
は
、
三
〇
番
目
の
選
書
、
バ
イ
ヤ
ー
ル
『
読
ん
で
い
な
い
本

に
つ
い
て
堂
々
と
語
る
方
法
』「
教
養
主
義
の
メ
デ
ィ
ア
論
」
で

明
か
さ
れ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
、
書
物
の
内
容
よ
り
形
式
、
真
偽

よ
り
も
効
果
を
論
じ
た
良
質
な
メ
デ
ィ
ア
論
で
あ
る
（
二
）
。「
神

聖
な
読
書
」「
通
読
」「
正
確
な
再
現
」
と
い
っ
た
読
書
の
厳
格

主
義
を
有
害
だ
と
退
け
る
バ
イ
ヤ
ー
ル
に
沿
っ
て
、
読
者
が
自

ら
創
作
者
（
著
者
）
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と

を
、「
教
育
的
に
正
し
い
」
読
書
の
条
件
に
あ
げ
る
。
著
者
に
よ

る
次
の
引
用
が
核
心
を
つ
い
て
い
る
。

 

「
読
書
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
、
自
分
自
身
に
至
る
た
め
に
は

書
物
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
書
物
は
あ
く
ま
で

通
過
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
良
い
読

者
が
実
践
す
る
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

、
、
、
、
、
書
物
、
、
を、
横
断
、
、
す
る
こ
と

、
、
、
、

な
の
で
あ
る
。
良
い
読
者
は
、
書
物
の
各
々
が
自
分
自
身
の

一
部
を
抱
え
も
っ
て
お
り
、
も
し
書
物
そ
の
も
の
に
足
を
止

め
て
し
ま
わ
な
い
賢
明
さ
を
も
ち
合
わ
せ
て
い
れ
ば
、
そ
の
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自
分
自
身
に
道
を
開
い
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い

る
の
だ
。」（
強
調
は
原
文
）【（
30
）
三
三
四
】 

こ
こ
で
読
者
は
悟
る
で
あ
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
本
書
は
、「
書
物

そ
の
も
の
に
足
を
止
め
て
し
ま
わ
な
い
賢
明
さ
」
が
「
自
分
自

身
に
道
を
開
い
て
」
く
れ
た
壮
大
な
実
践
例
な
の
で
あ
る
と
。

リ
ッ
プ
マ
ン
（

）
に
戻
ろ
う
。
著
者
は
、
通
常
な
ら
情
報
の

「
読
み
」
に
力
点
が
置
か
れ
る
「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
」
に
つ
い

て
、
定
説
を
疑
っ
て
「
書
く
」
研
究
者
の
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ

シ
ー
と
し
て
解
説
し
て
い
る
。
自
著
『
輿
論
と
世
論
』（
二
〇
〇

八
年
）
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
が
例
に
挙
げ
ら
れ
、
説
得
的
だ
。

さ
ら
に
著
者
は
、「
い
つ
、何
を
、ど
の
よ
う
に
し
て
読
む
か
」

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
テ
ィ
ッ
プ
ス
も
書
き
込
ん
で
い
る
。

私
は
不
要
不
急
の
大
著
の
多
く
を
教
育
指
導
に
か
こ
つ
け
て

学
生
と
一
緒
に
読
破
し
た
。【（
27
）
三
〇
一
】

さ
ら
り
と
書
か
れ
た
一
文
だ
が
、
陰
に
陽
に
示
さ
れ
て
い
る

の
は
、
書
く
道
を
選
ん
だ
人
間
は
常
に
急
を
要
す
る
「
書
く
た

め
の
書
物
」
を
抱
え
て
い
る
は
ず
で
、
の
ん
び
り
読
書
を
楽
し

ん
で
い
る
余
裕
な
ど
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
全
て
の
読
書

が
自
身
の
研
究
と
つ
な
が
る
態
度
で
臨
め
、
と
い
う
著
者
の
箴

言
を
読
み
取
っ
て
し
ま
う
。
本
書
の
明
示
的
な
「
隠
れ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
は
佐
藤
卓
己
流
書
く
技
法
で
あ
り
、
こ
の
本
は
書

く
メ
デ
ィ
ア
論
学
徒
の
た
め
の
啓
蒙
書
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
筆
者
は
、
本
書
で
も
言
及
の
あ
る
二
〇
〇
九
年
の

佐
藤
ゼ
ミ
「
メ
デ
ィ
ア
論
の
名
著
三
〇
冊
を
読
む
」
に
一
学
生

と
し
て
参
加
し
て
い
た
。
今
と
な
っ
て
は
、
か
け
が
え
の
な
い

財
産
で
あ
る
。
思
い
返
す
と
、
毎
週
一
冊
ず
つ
大
著
に
挑
む
の

は
勿
論
、
課
題
本
を
入
手
す
る
の
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
メ

ン
バ
ー
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
自
転
車
で
い
く
つ
も
の
古
本

屋
を
探
し
回
っ
た
こ
と
が
懐
か
し
い
。
今
で
も
古
本
市
な
ど
で

状
態
の
良
い
名
著
を
見
つ
け
る
と
、
た
と
え
不
要
不
急
で
も
購

入
し
て
し
ま
う
。
誰
か
に
渡
せ
る
、
と
思
う
か
ら
だ
。

「
読
ま
な
く
て
も
良
い
。
読
む
べ
き
本
は
買
っ
て
お
き
な
さ

い
」【（
30
）
三
三
八
】。
先
生
の
お
か
げ
で
、
現
在
私
の
手
元
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に
は
、
あ
の
頃
み
ん
な
と
「
読
ん
だ
」
本
が
モ
ノ
と
し
て
残
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
挫
折
し
た
の
だ
ろ
う
、
読
ん
だ
痕
跡

の
な
い
綺
麗
な
頁
に
、
報
告
者
の
レ
ジ
ュ
メ
や
、
そ
の
当
時
観

た
映
画
の
半
券
な
ど
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
原
稿
に
取

り
組
む
た
め
、
思
わ
ず
そ
れ
ら
を
読
み
返
し
た
く
な
っ
た
が
、

書
物
そ
の
も
の
に
足
を
止
め
て
し
ま
い
そ
う
で
禁
欲
し
た
。
あ

る
レ
ジ
ュ
メ
（
二
〇
〇
九
年
四
月
二
七
日
付
）
の
余
白
に
、
先

生
の
言
葉
を
筆
記
し
た
と
思
わ
れ
る
手
書
き
の
メ
モ
が
残
っ
て

い
た
。

報
告
す
る
本
は
、
自
分
の
論
文
に
使
え
そ
う
な
も
の
か
ら
選

ぶ
こ
と
。
報
告
す
る
際
は
、
自
分
の
論
文
で
引
用
で
き
そ
う

な
箇
所
を
中
心
に
レ
ジ
ュ
メ
に
ま
と
め
る
こ
と
。

先
生
の
教
え
は
変
わ
ら
な
い
。「
佐
藤
ゼ
ミ
」
が
書
店
で
買
え

る
（
税
込
一
一
〇
〇
円
）
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、
改
め
て
寿

ぎ
た
い
。

 

  

四

「
メ
デ
ィ
ア
史
」
第
二
世
代
は
ど
う
生
き
る
か

 

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
で
は
「
読
み
・
書
き
能

力
」
の
後
者
に
力
点
が
置
か
れ
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
通
奏
低

音
と
し
て
全
体
に
響
き
渡
る
。
書
け
、
と
い
う
訓
示
は
、
研
究

者
と
し
て
当
然
の
倫
理
や
、
い
わ
ゆ
る
業
績
の
生
産
性
の
み
を

意
図
し
た
も
の
で
は
も
ち
ろ
ん
、
な
い
。
著
者
が
最
大
の
注
意

と
関
心
を
払
っ
て
い
る
の
は
、「
メ
デ
ィ
ア
史
」
と
い
う
新
し
い

学
問
領
域
が
、
今
後
、
第
二
世
代
に
ど
う
引
き
継
が
れ
る
か
に

あ
る
と
、
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
佐
藤
メ
デ
ィ
ア
史
学
の
汎
用

性
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
そ
れ
が
発
展
的
に
批
判
さ
れ
る
た

め
に
も
、
メ
デ
ィ
ア
史
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
論
は
、
読
ま
れ
る
の

で
は
な
く
、
積
極
的
に
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

著
者
は
、
近
年
の
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
に
お
け
る
「
考
古
学
ブ

ー
ム
」
に
触
れ
、「
抑
圧
さ
れ
、
無
視
さ
れ
、
忘
れ
さ
ら
れ
た
メ

デ
ィ
ア
」
の
可
能
性
の
文
脈
を
理
解
し
、
メ
デ
ィ
ア
の
未
来
を
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現
在
と
は
ち
が
っ
た
発
想
で
展
望
す
る
視
座
を
獲
得
で
き
る
と

す
る
フ
ー
タ
モ
的
メ
デ
ィ
ア
考
古
学
の
思
考
法
は
、
マ
ル
ク
ス

主
義
的
発
展
段
階
論
が
失
効
し
て
以
降
、
既
に
各
ジ
ャ
ン
ル
で

模
索
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
と
指
摘
す
る
（
三
）
。
そ
こ
に
著
者
が
コ

ミ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
の
は
、
全
体
状
況
を
見
渡
し
た
上
で
の
、

自
身
の
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
あ
っ
た
。 

 

私
を
ふ
く
め
た
メ
デ
ィ
ア
史
の
第
一
世
代
は
、
ま
ず
メ
デ
ィ

ア
の
俗
説
を
改
め
、「
正
史
」
に
近
づ
く
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て

い
た
。
メ
デ
ィ
ア
史
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
ま
だ
確
定
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
考
古
学
で
あ
る
よ
り
現
代
史
の

立
ち
位
置
を
優
先
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。【（
26
）
二
八
七
】 

 

「
正
史
」
を
書
い
て
き
た
仕
事
へ
の
自
負
と
も
読
め
る
し
、

次
世
代
の
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
を
占
っ
て
い
る
よ
う
に
も
読
め

る
。
第
二
世
代
は
ど
う
生
き
る
の
か
と
。
一
つ
、
逸
話
を
挟
み

た
い
。
筆
者
の
学
位
論
文
の
口
頭
試
問
の
終
盤
、
メ
デ
ィ
ア
論

的
考
察
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
審
査
員
の
先
生
方
と
議
論
に
な

っ
た
（
四
）
。
極
度
の
緊
張
も
あ
り
、
対
話
の
詳
細
は
記
憶
か
ら
遠

の
い
て
し
ま
っ
た
が
、
本
書
の
著
者
で
あ
り
筆
者
の
主
査
で
あ

っ
た
佐
藤
卓
己
先
生
が
最
後
に
呟
い
た
コ
メ
ン
ト
だ
け
は
、
明

確
に
再
現
で
き
る
。 

 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
や
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
を

乗
り
越
え
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
だ
っ
た
私
の
世
代
は
「
メ

デ
ィ
ア
」
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
け
ど
、
あ
な
た
た
ち
は
、
案

外
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で

斬
っ
た
方
が
、
面
白
い
仕
事
が
で
き
る
か
も
ね
。 

 

先
生
か
ら
す
れ
ば
些
細
な
一
言
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

私
に
は
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
奇
し
く
も
、
筆
者
は
そ
の

後
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
学
部
に
奉
職
し
、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
」
論
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
学
生
時
代
、
直
接
誰

か
に
教
わ
っ
た
の
こ
と
な
い
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
教
え

て
も
い
る
。
周
囲
で
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
も
元
気

だ
（
五
）
。
こ
れ
幸
い
、
自
分
の
領
域
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
取
り
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組
ん
で
き
た
が
、
現
時
点
で
「
面
白
い
仕
事
」
に
は
全
く
結
実

し
て
い
な
い
。
本
書
を
読
み
、
自
分
自
身
が
師
か
ら
受
け
て
き

た
影
響
の
大
き
さ
に
愕
然
と
す
る
と
と
も
に
、
師
か
ら
自
立
す

る
唯
一
の
方
法
も
ま
た
、
書
い
て
い
く
こ
と
で
し
か
な
い
と
思

わ
さ
れ
た
。
著
者
の
狙
い
通
り
、
本
書
は
極
め
て
「
教
育
的
」

な
作
品
で
あ
る
。 

さ
て
。
甚
だ
身
勝
手
な
、
喝
入
り
報
告
の
書
評
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
と
メ
デ
ィ
ア
論
、
エ
リ
ー
ト
主
義
と
輿

論
研
究
な
ど
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
聞
い
て
み
た

い
こ
と
も
あ
る
が
、
別
の
機
会
に
し
た
い
。
自
著
の
執
筆
に
加

え
、
目
下
、
佐
藤
先
生
退
官
記
念
論
集
の
構
想
も
始
ま
っ
て
い

る
（
六
）
。
師
の
問
い
か
け
に
対
す
る
、
第
二
世
代
の
応
答
に
な
れ

ば
と
、
意
気
込
む
。
そ
し
て
空
回
り
、
転
び
そ
う
に
な
っ
た
と

き
、
本
書
は
経
典
の
ご
と
く
、
私
や
私
た
ち
を
正
し
、
導
い
て

く
れ
る
だ
ろ
う
。 

 
 

一

同
書
の
元
と
な
っ
た
『
考
え
る
人
』（
新
潮
社
）
の
連
載
「
メ
デ
ィ
ア
流
言
の
時

代
」（
全
八
回
）
は
二
〇
一
三
年
冬
か
ら
二
〇
一
五
年
秋
。 

 

二

バ
イ
ヤ
ー
ル
流
読
書
の
有
効
性
は
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ&

ガ
タ
リ
の
哲
学
と
ラ
カ
ン
派

の
精
神
分
析
学
を
背
景
と
し
て
書
か
れ
た
千
葉
雅
也
『
勉
強
の
哲
学
』
文
春
文
庫
（
二

〇
二
〇
年
）
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

三

エ
ル
キ
・
フ
ー
タ
モ
著
・
太
田
純
貴
編
訳
『
メ
デ
ィ
ア
考
古
学–

過
去
・
現
在
・

未
来
の
対
話
の
た
め
に
』
N
T
T
出
版
（
原
著
二
〇
一
一
、
二
〇
一
五
年
） 

四 

二
〇
一
四
年
一
月
。
京
都
大
学
教
育
学
研
究
科
第
二
会
議
室
。 

五 

光
岡
寿
郎
・
大
久
保
遼
編
『
ス
ク
リ
ー
ン
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
東
京
大
学
出
版
会

（
二
〇
一
九
年
）の
編
集
者
の
一
人
は
研
究
室
の
隣
人
で
、日
々
刺
激
を
受
け
て
い
る
。 

六

こ
う
活
字
に
し
て
「
予
言
の
自
己
成
就
」
を
狙
う
佐
藤
卓
己
流
書
く
技
法
に
倣
う
。 
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